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注意事項
ATTコラム（アットコラム）は優れた性能を持つ杭工法ですが、その性能を発揮するためには、正しい設計と地盤性状に適合した施工方法
の選択など、適切な判断が不可欠です。設計・施工の際には、その点を十分にご配慮ください。尚、万が一ATTコラムに問題が発生した
場合には、下記の免責事項等をふまえた上で、当社にて対応させていただきますのでご連絡ください。

 　ご注意とお願い
●設計、施工にあたっては本カタログをよくお読みの上、正しくお使いください。また本カタログで不明な点がございましたら弊社までお問い合わせください。

●製品改良等のために、ATTコラムの杭材、施工機械の仕様・外観は予告なしに変更することがありますのであらかじめご了承ください。

●地盤性状、敷地条件に応じた施工機械を取り揃えていますので、ご検討の際には弊社までお問い合わせください。

　 免責事項
●本カタログに記載された事項に反した設計、施工により問題が発生した場合。

●標準仕様以外に使用者の指示した仕様、施工方法等により問題が発生した場合。

●標準仕様以外の使用者から支給された材料、部品により問題が発生した場合。

●あらかじめ定めた用途、部位以外に使用し、それにより問題が発生した場合。

●使用者もしくは第三者の故意または、過失により問題が発生した場合。

●引き渡し後、構造、性能、仕様等の改変を行い、これにより問題が発生した場合。

●瑕疵（カシ）を発見後、すみやかに届けがなされず、これにより問題が発生した場合。

●構造物の変形、老朽化、外部からの衝突等、製品以外の外的要因により問題が発生した場合。

●開発、製造、販売、施工時に通常予想される環境（温度、湿度、水位、地盤その他）等の条件下以外における使用に起因する問題が発生した場合。

●設計時に想定された以上の不可抗力（天災、地震、液状化、地盤沈下、火災、爆発など）が原因となり問題が発生した場合。
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アットコラム イメージキャラクター
「アットコラムくん」 と 「セコーラちゃん」

http://www.attc.jp
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for Civil Engineering土木分野で期待されるATTコラム
ATTコラム（アットコラム）は、２００２年の販売開始以来、建築分野で多くの実績を積み重ねてきましたが、
2014年に（公社）土木学会の技術評価を取得し、土木構造物への適用が可能になりました。ATTコラムは、高
品質の「地盤改良（コラム）」とスクリューパイルEAZET－Ⅱ工法の技術を生かした「羽根付き鋼管」を合体した
ハイブリット杭工法です。コラムと羽根付き鋼管が一体化することで大きな支持力が発揮されます。発生残土は
比較的少なく、低振動･低騒音の環境にやさしい杭工法です。特に、都市部のみならず狭隘なエリアや、歩道橋、
エレベーター、水管橋、ガス管橋等の橋梁形式の構造物、擁壁やタンク基礎、受水槽基礎、及び引抜き力が発生する
耐震補強等にも適用できます。

エレベーター

擁壁

歩道橋

公益社団法人 土木学会　技術評価証

羽根付き鋼管 コラムの築造（小型機）

大型機によるATTコラム施工状況ATTコラム

ボックスカルパート

円形タンク

橋梁構造物球形タンク

水道橋やガス管橋
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for Civil EngineeringＡＴＴコラムとは・・・・・
ＡＴＴコラムは、「地盤改良（コラム）」と「羽根付き鋼管」を合体させたハイブリッド杭です。コラムと羽根付き鋼管が
一体化することで大きな鉛直支持力・引抜き支持力・水平抵抗力が発揮されます。先端支持力だけでなく、摩擦力も
大きいため、地盤に応じて柔軟な設計提案が可能となります。小型の機械で施工可能で、低騒音・低振動・低残土の
環境にやさしい杭工法です。
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騒音･振動が比較的小さい工法で、近隣環境に優しい施工が可能です。

施工機械は、搬入路・敷地
条件・環境に合わせて選
択できるので、市街地や
狭隘地でも円滑な施工が
可能です。

発生残土の計測状況
検証事例検証事例

浦安地区
船橋地区
河内地区
越谷地区
江戸川地区
江東地区
葛飾地区
玉名地区
萩地区掘削長（m）

発
生
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量
／
コ
ラ
ム
体
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）
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掘削長と発生土量／コラム体積の関係

粘性土主体
粘性土と砂質土の互層
砂質土主体

ATTコラム

コラムは原地盤を利用して築造されます。場所打ち杭など
の工法と比べ、発生残土量を低減することが可能な地球環
境に優しい工法です。

ATTコラムは周辺地盤を緩めることなく施工されるため、摩擦力が
高く、大きな引抜き支持力が得られます。

大きな先端支持力、摩擦力が特徴であるATTコラムは地盤に応じて
柔軟な設計提案を可能にします。

土の動き

土の動き

水平力

ＡＴＴコラムは、羽根付き鋼管の周囲に強固なコラムが形成されるため、
コラムがない杭に比べて水平抵抗力が向上します。

ＡＴＴコラムは「周辺地盤を緩めることなく築造されたコラム」と「羽根
付き鋼管」が一体化されることで、大きな鉛直支持力を発現します。

高い鉛直支持力 高い引抜き支持力 高い水平抵抗力

低騒音・低振動

発生残土量を低減市街地・狭隘地でも施工可能

地盤に応じた設計が可能

  

ＡＴＴコラムの施工は、「コラムの築造」と「羽根付き鋼管の回転埋設」の2工程からなります。

●杭周辺の土の動き

攪拌混合装置

コラム築造

羽根付き鋼管埋設

1.コラムの築造工程 2.羽根付き鋼管の埋設工程

羽根付き鋼管の埋設

コラムの築造

中間羽根

羽根付き鋼管

コラム

コラム

先端羽根

撹拌混合装置

（原地盤とセメントミルクを )　　 撹拌混合しコラムを築造

杭頭作用力

周面支持力Rf

先端支持力Rd
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■各部の名称と標準仕様
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杭先端

鋼管径（Do）

コラム径（Dc）※1

羽根径（Dw）

■ATTコラムの材料仕様 ■ATTコラムの標準仕様

●鋼管の許容応力度（割増係数1.00の場合） 単位 N/mm2

鋼材の種類 許容曲げ圧縮応力度
σca

許容曲げ引張応力度
σta

許容せん断応力度
τa

STK400

STK490

SEAH590

140

185

255

140

185

255

80

105

145

●材質（鋼管）

●固化材

JIS G 3444 一般構造用炭素鋼鋼管
STK400、STK490

MSTL-0419 国土交通大臣認定
SEAH590[STKT590]※

鋼管部

羽根部

部位 規格

JIS G 3106 溶接構造用圧延鋼材　SM490A

コラムの築造に使用する固化材はセメント系固化材のほか、状況に応じ
てポルトランドセメントや混合セメントを使用する。また、良好な施工性
を確保することを目的としてベントナイトや粘土等の混和剤、遅延剤や
減水剤等の混和剤を使用することがある。

※SEAH590［STKT590］は、国土交通大臣認定（MSTL-0419）を取得し、
JIS G 3474（STKT590）についてJIS 規格の表示を認証された製品です。

鋼管と羽根の外観

＊杭材の標準長さは、1mピッチとなります。
＊先端・中間の羽根の厚みは、設計採用N値によって決まりますので、当社までお問い合わせ下さい。
＊SEAH590［STKT590］は、国土交通大臣認定（MSTL-0419）を取得し、JIS G 3474（STKT590）についてJIS規格の表示を認証された製品です。

杭本体部

北海道～近畿地区 中四国・九州
鋼管径
Do(mm)

厚さt (mm)

STK400 STK490

厚さt (mm)

STK400 STK490SEAH590
[ＳＴＫＴ590]

SEAH590
[ＳＴＫＴ590]

羽根径ーコラム径
Dw(mm)ーDc(mm)
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8.2
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7.0
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16.0

300　ー　500

300　ー　500

400　ー　600

400　ー　600

400　ー　600

500　ー　700

570　ー　800

500　ー　700

570　ー　800

600　ー　900

700　ー　1000

500　ー　700

570　ー　800

600　ー　900

700　ー　1000

500　ー　700

600　ー　900

700　ー　1000

600　ー　900

700　ー　1000

ATTコラム

ATTコラムの断面図

■コラム（柱状体）
コラムは、共回り防止翼付き撹拌装置を用いて、土とセメント系固化材を撹拌混合して築造します。

ソイルセメント羽根付き鋼管

■ATTコラムの構造

コラム
羽根

鋼管

ＡＴＴコラムの仕様
ATTコラムは、杭本体部の鋼管および羽根部の鋼材に主にＪＩＳ規格製品を採用しており、高い信頼性とスピーディー
な納期対応を実現します。
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■技術評価証の適用範囲

●極限先端支持力

■支持力評価式

杭径

杭長

支持力評価式
適用上の留意点

コラム径（Dc）

羽根径（Dw）

鋼管径（Do）

杭長（L）

φ500 ≦ Dc ≦ φ1,000

φ300 ≦ Dw ≦ φ700

φ114.3 ≦ Do ≦ φ406.4

3m ≦ L ≦ 30m

先端部・周面部の地盤条件は、0＜N値の粘性土および
砂質土（礫含む）とし、施工可能であることを確認する。

杭頭作用力

周面支持力Rf

先端支持力Rd

Rd ＝ qd・Ac
Rd ：単杭の極限先端支持力（kN）

qd ：先端支持力度（kN/ｍ2）
 砂質土または粘性土
  qd = 125・N≦ 8,000（kN/ｍ2）とする。

N ：羽根付き鋼管の先端から上下1Dc区間の
 地盤の平均N値

Ac ：先端支持力を考慮するコラムの底面積（ｍ2）
  Ac = Dc2 ・ π／4
Dc ：コラム径（ｍ）

●最大周面摩擦力

Rf＝ΣRfci+ΣRfsi＝｛Σfci・Lci+Σfsi・Lsi｝・Uc 
Rf ：単杭の最大周面摩擦力（kN）
Rfci ：周面摩擦力を考慮する粘性土層の周面摩擦力（kN）
fci ：粘性土層の周面摩擦力度（kN/ｍ2）
 fci = 12・Nci　または1.2・ci≦ 200（kN/ｍ2）とする。
Nci ：粘性土層の平均N値
ci ：粘性土層の粘着力（kN/ｍ2）
Lci ：粘性土層の層厚（ｍ）
Rfsi ：周面摩擦力を考慮する砂質土層の周面摩擦力（kN）
fsi ：砂質土層の周面摩擦力度（kN/ｍ2）
  fsi = 10・Nsi≦ 200（kN/ｍ2）とする。
Nsi ：砂質土層の平均N値
Lsi ：砂質土層の層厚（ｍ）
Uc ：コラムの周長（ｍ）
Dc ：コラム径（ｍ）

Dc

鋼管天端から一枚目の
中間羽根までの区間

周面摩擦力を考慮する区間

1Dc区間

なお、以下の2点の区間の周面摩擦力を無視する。
・鋼管天端から1枚目の中間羽根までの区間（0.5m
　または0.5m+鋼管埋込み長）
・コラム先端から1Dcの区間

載荷試験の結果から、下図のように支持力性能評価式を導きだした。

地盤から決まるATTコラムの鉛直支持力Ru（kN）、引抜き抵抗力Pu（kN）は下式により算出する。

杭の先端で支持する極限支持力は、下式より算出する。

Ru ＝ Rd ＋ Rf
Pu ＝ Rf

●周面摩擦力評価●先端支持力評価
粘性土

300

250

200

150
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0
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20 2510 150 5
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ATTコラム

周
面
摩
擦
力
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2
）

砂質土
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周
面
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2
）

8,000
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2,000

0
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ATTコラム

125N

先
端
支
持
力
度（
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2
）

＊液状化の生じる地盤についての考え方は各基準に準拠します。道路橋示方書では土質定数の低減係数DEを考慮して
周面摩擦力を算定します。

ＡＴＴコラムの支持力性能
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■ばね定数評価式

鉄道構造物の場合

●杭の軸方向ばね定数

Kv ：杭の軸方向ばね定数（kN/ｍ）
a ：杭の根入れ比からきまる係数
  a = 0.038 ・(L / Dc) － 0.039
Ap ：鋼管部の純断面積（ｍ2）
Ac’ ：コラム部の純断面積（ｍ2）
Ep ：鋼管部のヤング係数（kN/ｍ2）
Ec ：コラム部のヤング係数（kN/ｍ2）
L ：杭長（ｍ）
Dc ：コラム径（ｍ）

Kv ＝ a・｛(Ap・Ep+Ac’・Ec)/L｝

●杭先端の設計鉛直ばね定数

Kv ：杭先端の設計鉛直ばね定数（kN/ｍ）
Ac ：コラムの底面積（ｍ2）
  Ac = Dc 2 ・π／4
kv ：杭先端の設計鉛直地盤反力係数（kN/ｍ3）
Eo ：地盤の変形係数（kN/ｍ2）
α ：Eoの算定方法に関する補正係数
Dc ：コラム径（ｍ）

Kv＝kv・Ac

杭の軸方向ばね定数は、実施した鉛直載荷試験のＬ／Ｄｃと降伏荷重との関係から逆算によりａを算定し、 
以下の計算式にてATTコラムのばね定数を算定する。

■水平抵抗
水平抵抗の計算に用いる水平方向地盤反力係数 Kh は、下式により算出する。 鉄道構造物の基準を用いる場合は下記のばね定数を使用する。

粘性土の場合：kv＝3.4・αEo・Dc-3/4

砂質土の場合：kv＝1.8・αEo・Dc-3/4

●杭周面の設計せん断ばね定数

Ksv ：杭周面の設計せん断ばね定数（kN/ｍ）
Uc ：コラムの周長（ｍ）
  Uc = π ・Dc
⊿L ：周面のせん断ばねを算定する範囲の杭の長さ（ｍ）
ksv ：杭周面の設計せん断地盤反力係数（kN/ｍ3）
Eo ：地盤の変形係数（kN/ｍ2）
α ：Eoの算定方法に関する補正係数
Dc ：コラム径（ｍ）

Ksv＝ksv・Uc・⊿L 粘性土の場合：ksv＝0.30・αEo・Dc-3/4

砂質土の場合：ksv＝0.20・αEo・Dc-3/4

Ksv

Ksv

Ksv

Kv

次の試験方法による変形係数（kN/m2）
α

常時 地震時

直径30cmの剛体円盤による平板載荷試験の繰り返し曲線から求めた変形係数の1/2

ボーリング孔内で測定した変形係数

供試体の一軸又は三軸圧縮試験から求めた変形係数

標準貫入試験のＮ値よりEo＝2800Ｎで推定した変形係数

1

4

4

1

2

8

8

2

ここに、
Kho ：α × Eo / 0.3（kN/m3）
α ：地盤反力係数の推定に用いる換算係数
Eo ：下表に示す方法で測定又は推定した、設計の対象とする位置での

地盤の変形係数（kN/m2）
Dc ：コラム径（ｍ）
 ：杭の特性値　　　 =              （m-1）

EI ：鋼管の曲げ剛性（kN･m2）

KhDc
4EI

4

Kh = Kho ×                 -3/4Dc/β
0.3

表　Eo と α

施工状況

ロットチェンジャーを採用し、能率の良い施工を実現

実
測
値
α
値

a = 0.038 (L/Dc) ‒ 0.039

y = 0.0389x ‒ 0.0398

2.00

1.80

1.60

1.40

1.20

1.00

0.80

0.60

0.40

0.20

0.00

L/Dc

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
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 締め付けトルク90N・mを確認
Point！

締め付けトルク
180N・mを確認

Point！

締め付けトルクを確認
φ190.7mm以下は100N・m
φ216.3mm以上は150N・m

Point！1.下杭埋設 2.クリッパー・ボルト・ピンの設置 3.上杭の建て込み

5.マーキング 6.本締め

1.下杭埋設 2.継手部の清掃 3.ガイドリングのセット

5.杭の接続 6.杭の鉛直度の確認 7.外プレートの取付け 8.ボルトの一次締め

9.マーキング 10.マーキング完了

■ＡＫジョイントの接続工程と管理のポイント

外プレート

継手部
ボルト

杭径φ190.7の場合杭径φ267.4の場合＊分割数は杭径によって異なります。

■ＡＫジョイント
（一般財団法人 日本建築センター 評定　ＢＣＪ評定-FD0509-04）

■NＣＣジョイント
（一般財団法人 日本建築センター 評定　ＢＣＪ評定-FD0045-10）

コンクリート杭のＴＰジョイントの技術を回転鋼管杭用に応用し、ねじり性能
を高めた新しい無溶接継手です。特に、大径で威力を発揮します。

一定の管理のもとに工場生産された①カプラー、②クリッパー、③締結ボル
トセットの主要部品から構成されています。接続作業に特殊な技能は不要
であり、風、気温等の影響を受けにくい杭仕様になっています。

AKジョイント、NＣＣジョイントと杭の組合わせ一覧 黒字：STK400材
赤字：STK490材
緑字：SEAH590材対応可能な杭の組合わせは下図の通りとなります。

□：製造時に特殊な加工を行うため、納期が長くなる可能性が
あります。（旭化成建材にお問い合わせください。）

◎：AKジョイント／NＣＣジョイント共通
○：AKジョイントのみ
●：NＣＣジョイントのみ

＊AKジョイントやNＣＣジョイントを利用した杭に引抜き支持力を期待する場合には、AKジョイント部やNＣＣジョイント部における引張り曲げの検討が必要となりま
す。詳しくは当社営業担当者にご相談ください。
＊（一財）日本建築センターの『基礎ぐいの機械式継手評定方針』の変更に伴い、[BCJ評定-FD0509-03]（交付日：令和元年6月20日）より杭体の水平力に対する
検討を行う場合には、ＡＫジョイントの剛性を考慮した検討が必要となります。詳しくは当社営業担当者にご相談ください。

ピンテールの破断を確認
マーキングのずれを確認

Point！

上杭

下
杭
・
中
杭

杭本体部径
（mm） 厚み

（mm）
許容トルク値
（kN・m）

7.1

7.0

6.0

8.2

8.2

12.7

6.0

8.0

8.0

12.7

12.7

7.9

12.7

7.9

12.7

16.0

●

●

○

－

－

□

－

－

◎

－

◎

－

◎

－

－

－

－

◎

－

－

－

◎

◎

－

－

◎

◎

－

－

○

○

－

－

◎

◎

－

－

－

○

○

－

－

－

◎

◎

－

－

－

○

○

－

－

－

165.2 NCCJ 42.9

NCCJ 59.2

AKJ 97
NCCJ 86.4

AKJ 153
NCCJ 109.4

AKJ 222
NCCJ 206.8

AKJ 279
NCCJ 268.7

165.2

7.1 7.0 6.0 8.08.26.0 8.0 12.78.2 12.7 12.7 7.9

○

－

－

7.912.7 12.7 16.0

190.7

190.7

216.3

216.3

267.4

267.4

318.5

318.5 355.6

355.6

一次締め、二次締めとも、トルクレンチで所定の締め付けトルクを確認することで、杭同士をしっかりと接続します。

■NCCジョイントの接続工程と管理のポイント
一次締めでのトルクの確認、本締めではピンテールの破断、マーキングのずれを確認するのが、管理のポイントです。

11.ボルトの本締め

4.上杭（中杭）の建て込み

ATＴコラムの3種類の杭接続方法

■溶接
溶接継手の場合、ＡＴＴコラム
認定書の施工指針により、日本
溶接協会規格ＷＥＳ７６０１「基
礎杭打設時における溶接作業
標準」に準拠して溶接します。
開先部は、ワイヤーブラシ等で
不純物を十分に除去し、また、
継手の重ね合わせは、裏当て
金具を介して密着具合を確認
して溶接します。

裏当て金具

1. 継手の溶接は原則として、アーク溶接とする。
2.  溶接工は、ＪＩＳＺ３８４１「半自動溶接技術検定
における試験方法及び判定基準」に定められた
試験に合格した者とし、継続して杭の溶接作業
に従事している者とする。

開先加工を施した杭材

■ 開先について
厚6mm以上の鋼管については、鋼管端
部を片側のみ開先加工を行います。

7.外観検査

4.一次締め

7.外観検査

 マーキングのずれを確認
Point！ 12.外観検査

ねじり補強ピン

ボルト・ナット

クリッパー

カプラー

ＡＴＴコラムの杭接続の仕様
ＡＴＴコラムの杭接続には、2種類の機械式継手（ＡＫジョイント、NＣＣジョイント）と溶接継手が適用できます。機械式
継手は接続作業に特殊な技能は不要であり、風や気温等の影響を受けにくく、スピーディーな杭接続を実現します。
また、火気厳禁の現場でも力を発揮します。溶接継手は、ＪＩＳＺ３８４１「半自動溶接技術検定における試験方法及び
判定基準」に定められた試験に合格した技能者が確実な溶接作業を行います。
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羽根付き鋼管の製造工程 羽根付き鋼管の製造工場

杭本体部 + +羽根部
（中間羽根、先端羽根）

その他部材
（継手、回転ピース等）

ATTコラム
羽根付き鋼管

羽根付き鋼管製造工場

2. 材料受入れ

4. 羽根材保管状況

9. 出荷前検査

10. 出荷

7. 製造状況-1

1. 工場外観 3. 鋼管保管状況

羽根付き鋼管（一般構造用炭素鋼鋼管）の製造工程

中径管

小径管

■前処理

電縫鋼管

■前処理 ■造管

■造管

●成形 ●溶接

●溶接●成形
●ルーバー

■精製・検査

●ビード除去●冷却ゾーン●定形

●矯正●面取り●検査●製品

表示

塗装

●走行切断

工場内観

全国のATTコラムの羽根付き鋼管製造拠点

使用材料

8. 製造状況-2

鋼管製造メーカーによって行われます。

5. 継手取付準備状況 6. 製造前検査

※許容応力度の基準強度として700N/mm2並びに材料強度の基準強度として700N/mm2の数値が国土交通大臣に
よって強度指定されたもの

杭本体部

羽根部（先端部、中間部）

部　材 規　格

カプラー

クリッパー

高力ボルト

MSTL-0367 国土交通大臣認定 UNY- 490

MSTL-0369 国土交通大臣認定 UNY- 930
MSTL-0470 国土交通大臣認定 UNY- 930Ⅰ

MBLT-0036 国土交通大臣認定 S10T

外プレート／継手部

ボルト※

NCCジョイント部

AKジョイント部

JIS G 3444 一般構造用炭素鋼鋼管 STK400、STK490
MSTL-0419 国土交通大臣認定 SEAH590 [STKT590]

JIS G 3106 溶接構造用圧延鋼材 SM490A

JIS G 3106（溶接構造用圧延鋼材）に定めるSM490
JIS G 3136（建築構造用圧延鋼材）に定めるSN490

JIS B 1051（鋼製のボルト・小ネジの機械的性質）に定める
強度区分10.9の機械的性質を有するもの
JIS B 1180（六角ボルト）に規定するもの

現在、4ヶ所の製造拠点で
全国をカバーしています。

北海道

関東・東北

北陸・中部・近畿

九州・四国・中国

ＡＴＴコラムの羽根付き鋼管の製造
ＡＴＴコラムの杭本体部・羽根部に用いる材料は、全て信頼できる製造工場から購入したＪＩＳ規格品及び材料認定品
です。杭本体部は、ＳＴＫ４００・ＳＴＫ４９０（一般構造用炭素鋼鋼管ＪＩＳＧ３４４４）、ＳＥＡＨ５９０（国土交通大臣認定材
料 ＭＳＴＬ-０４１９）、羽根部はＳＭ４９０Ａ（溶接構造用圧延鋼材ＪＩＳＧ３１０６)を採用しております。全国4か所の専
用工場で加工をし、ＡＴＴコラムの羽根付き鋼管として製品化されます。
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1. 撹拌混合装置を杭心に
合わせます。

3. 先端部の練り返しを行
います。

2. セメントミルクを吐出し
ながら地盤と撹拌混合
しコラムを築造します。

4. コラムの築造完了です。 5. 羽根付き鋼管を建て込
みます。

6. 羽根付き鋼管を杭心に
合わせ、鉛直性を確認
します。

7. 羽根付き鋼管を埋設し
ます。（2本継ぎ以上は、
機械式継手または溶接
継手で接続。）

8. 羽根付き鋼管のレベル
を確認して、ＡＴＴコラム
の打設完了です。

⑥ ⑦ ⑧⑤④③②①

①コラム心合わせ ②攪拌混合状況 ⑤羽根付き鋼管の建て込み ⑥杭心合わせ

⑦羽根付き鋼管の接続（機械式継手） ⑧杭頭レベル確認④コラム築造完了③先端部練り返し

ＡＴＴコラムの施工手順
ＡＴＴコラムは小型の専用施工機械で、コラムの築造から、羽根付き鋼管の回転埋設までを行います。低騒音・低振
動でコンパクトな施工を実現します。
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■ATTコラムの施工管理
●施工前の管理 ●施工中の管理●施工フロー

材料の受け入れ検査を行います。
羽根径、杭本体部径、杭本体部厚、
材質等をチェックします。

試験杭の前にキャリブレーション
を行い、プラントの精度を確認し
ます。

施工計画に従って配合できている
かを、セメントミルクの比重を測り
確認します。

現場にて施工記録をアウトプットし、
コラムの築造状況を管理します。

羽根付き鋼管の建て込みは水準器
で2方向から確認します。

2方向の逃げ心を利用し、羽根付
き鋼管を杭心にセットします。

施工開始

施工完了

注入掘削撹拌混合

先端部練り返し

引上げ混合撹拌

コラム築造完了

羽根付き鋼管の建込み

羽根付き鋼管の接続

羽根付き鋼管の埋設完了

•2箇所の逃げ心を取りコラム
位置を合わせる
•掘進速度・固化材使用量・深度
は施工管理装置により記録

•ＡＫＪ、NＣＣＪ、溶接のいずれかを
選択。それらの管理方法に従う

■コラム築造

■羽根付き鋼管埋設

モールドコア採取状況

モールドコアの強度確認

杭頭のレベルを確認して施工完了

■ATTコラムの施工管理装置
ATTコラムでは、コラム築造時に施工機械に搭載して
いる施工管理装置にて施工データを記録します。主な
記録内容は、施工日、杭番号、掘削深さ、掘進速度、トル
ク、セメントミルクの瞬時流量・積算流量です。試験杭
時、記録したデータは管理装置に併設するプリンターか
らリアルタイムに印刷し、元請様、工事監理者様等の関
係者に提示し、適正な施工が行われていることを報告し
ます。

■施工管理項目一覧
ＡＴＴコラムの標準的な施工管理項目は以下の通りです。厳重な管理のもとに施工いたします。

■ＡＴＴコラム管理者・技能者 資格講習
定期的な資格講習会によりATTコラムの施工管理についての専門知識の習得、施工技術の
確認などを行い、施工技術レベルの向上に努めています。また、定期的な安全パトロールの
実施や安全講習会の開催をすることで、安全教育にも努めています。

施工管理装置写真

深さ
規定の深度までコラムが
築造できているかを確認

セメントミルク流量
規定のセメントミルクの
流量が注入されているか
を確認

掘進速度
規定のコラム築造速度を
超過していないかを確認

ＡＴＴコラム施工管理講習状況

鋼管の建て込み

鋼管の接続

鋼管のレベル

羽根付き鋼管 数量

材質

水、固化材

コラム心

攪拌混合回数
Aタイプ※

Bタイプ※

固化剤添加量

速度

吐出量

強度

杭心位置

鉛直精度

溶接継手

杭頭レベル 

コラム径

深度

工　程 施工管理項目 施工管理方法

コンベックス等により寸法を計測する。

数量を数える。 •納入伝票と整合していること

•仕様に誤りがないこと

•仕様、数量に誤りがないこと

•計画値の99%以上

•計画値以上

•100mm以内

•100mm以内

•土50mm以内

•規定を満足すること

•異常なアンダーカット、ピット、ひび割れ
がないこと

•1/100以下
もしくは
•(Dc-Dw)/2L 以下の小さい方

•計画値による

•計画値による

•計画値以上

•計画値以上

•計画値の範囲内

•計画値以上

•計画値の士2%以内

納入伝票を確認する。

水、固化材量を計量器により計測する。

攪拌混合装置の軸心を杭心に合わせる。

攪拌混合回数を計測記録する。

固化剤添加量を計測記録する。

施工速度を計測記録する。

吐出量を計測記録する。

モールドコアの強度を確認する。

接続部の状態を目視観察する。

それらの継手の施工管理方法による。

天端をレベルにより確認する。

比重計やマットバランスにより計測する。

•欠損がないこと
•仕様に誤りがないこと

鋼管に記された記号を確認するか、納入伝票を確認する。

コンべックスにより掘削撹拌装置の直径を計測する。

施工深度を計測管理する。

杭心合わせは、杭本体と逃げ心の距離を合わせる方法にて行う。

施工機に設置された傾斜計と、杭本体部にあてた水準器、
トランシット、下げ振り等により確認する。

長さ、径、板厚

固化材の種類、数量

溶接継手以外の継手

セメントミルクの比重

管理値

固化材、
セメントミルク

コラムの施工

※施工管理装置には、AタイプとBタイプの2種類があり、いずれかを用いて施工データを計測管理する。

ＡＴＴコラムの施工管理
ＡＴＴコラムは、ＡＴＴコラム施工技術委員会から付与される所定の資格を保持した管理者・技能者が、規定された施
工管理項目をしっかりと遵守した上で、施工を行います。
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700mm以上

地上部隣地障害からの離隔（Lタイプ）地中障害からの離隔

のり面上作業の掘削面からの離隔
（Lタイプ）

Lタイプ（12トン級）

LLタイプ（25トン級）

200mm以上

＜地中障害物＞ コラム径

＜施工コラム＞

1.のり面の肩より杭心までは1m以上離す。

2.特に地質の悪いのり面では敷鉄板が必要
となります。

1m以上

700mm以上

1000mm
 以上

注）隣接障害がブロック塀等の場合、土圧による変位の確認が必要です。

L’タイプ（15トン級） LLタイプ（25トン級） 三点式（85トン級）Lタイプ（12トン級）

■上空制限対応

12,000

1
0
,0
0
0

120m2

バックホウ

施工機

発電機ポンプ

プラント
水槽

羽根付き鋼管

固化材

16,000

1
6
,0
0
0

羽根付き鋼管

水槽
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LLタイプ
（25トン級）

１3ｍ

2.5m

5.6m

2.5m

5.8m

2.5m

6.4m

4.0m

＊85ｔ級施工時の寸法は、機械
後部に設備を搭載する為、幅
6.0ｍ長さ11.0mとなります。

上空制限のある場所での施工に対し
ては、ＡＴＴコラムの短尺リーダー機
での対応が可能です。工場建屋内
や、道路・鉄道の高架下などで活躍し
ています。

9.0m

施工機械の能力一覧 ＜標準＞

上記は標準的な施工条件を想定しております。条件によっては異なったものになる可能性があるので弊社までご相談ください。
 注1）敷地条件：「小」10m×12m程度、「中」12m×25m程度、「大」それ以上
 注2）◎：施工可　○：ほとんどの場合で施工可　△：十分な検討を要する　×：通常の施工設備では施工不可

施工機種

施工条件
粘性土 砂質土

小 中 大
砂礫（礫）質土

敷地条件掘削可能深さ（m） 中間・先端土質

N≦5 N≦10 N≦5 N≦25 N≦50 N≦5 N≦25 N≦50

小型

中型

大型

Lタイプ（12トン級） 

L’タイプ（15トン級） 

LLタイプ（25トン級） 

三点式（85トン級以上） 
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○

○

△

×
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◎
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×

◎

◎
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○

輸送車両
単杭の

最大建込み長
（m）通常 ロッド

掴替え
ロッド
継足し

2,766
5
,4
4
4

1,820 1,820

短尺リーダー機（Lタイプ）

ＡＴＴコラムの施工機械と施工能力 ＡＴＴコラムの施工機器の配置例
ＡＴＴコラムは、小型機から大型機までの施工機を用意しており、狭隘地から大型現場まで対応可能です。施工機械
は低騒音・低振動タイプであるため、近隣環境にも優しい杭工法です。
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適用事例-2 土壌汚染区域にて基礎杭を打設する場合は、汚染のさらなる拡散リスクを伴うため、慎重な杭提案が
必要となります。卓越した周面摩擦力を発揮するATTコラムでは、明確な支持層が無くても杭を止めら
れるため、不透水層内で杭を打ち止め、汚染土の拡散を防ぎながら経済的な提案が可能となります。

図1　汚染拡散イメージ

●土質柱状図●土質柱状図

1,000

6,400

6
,4
0
0

1,
00
0

杭本体部径
（mm）

φ267.4 500 700

羽根径
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コラム径
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4m+3.4m

杭継ぎ

7.4※

杭長
（m）

835

短期許容支持力
（kN／本）

汚染の拡散を防ぎながら経済的な提案可能！
Point！

杭長が短くても大きな支持力を発揮!
Point！

●杭伏図

図2　土壌汚染対策法によるガイドライン工法

汚染土層

粘性土層
（不透水層）

非汚染土層
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汚染の引き込み
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支持層

ケーシング

スパイラルロッド

水硬性遮水材
（モルタル）
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非汚染土層
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図３　ATTコラムの場合
＊汚染を拡散することなく、短い杭長での
打ち止めが可能

■場所 : 埼玉県さいたま市
■用途 : 鉄塔

標尺
（m）

深度
（m）

土質名 標準貫入試験N値
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ローム
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汚染層

不透水層

透水層

適用事例 -1 支持層が深い地盤条件でのATTコラムの採用事例です。孔口から26mまでN値10前後の軟弱地盤
でした。ATTコラムは杭先端周辺のN値に関わらず適用可能なので、杭長を抑えることでコストダウン
になり、ご採用いただきました。

※不透水層内で杭を打ち止めるため、
特別な杭長設定となっています。

注意:土壌汚染区域内におけるATTコラム打設に関しては、関係行政機関と協議の上、採用する必要があります。

●杭伏図

施工時

完成後

●杭頭接合のイメージ

土木構造物では支持層が粘性土の場合、N値20以上が条件とな
るため、EAZETのような支持杭では非常に杭長が長くなる地盤で
した。ATTコラムであれば杭先端周辺のN値に関わらず適用可能
であり、杭長が短くても大きな支持力を発揮することができます。
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雨水ポンプ所での採用事例 土壌汚染地盤での対応例




